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１．はじめに
近年，ウイルス性胃腸炎については，検出技術や研
究が進み，ノロウイルス（NoV）のみならず様々な下
痢症ウイルスの関与が明らかになってきている。一方
で，行政サイドからは，食の安全・安心の高まりから
健康被害の拡大防止のために原因微生物を迅速に決定
して対応する必要性が強く求められている。
そこで，当センターでは，複数の下痢症ウイルスを
同時かつ迅速に検査するため，PCR産物の大きさが
近似していても容易に鑑別できる蛍光標識プライマー
を用いた RT-Multiplex PCR法（蛍光 RT-M-PCR）の開
発を行い，本法による食中毒等事例の有症者便から下
痢症ウイルスの検出を試みたので報告する。
2．材料及び方法
検体には，2010年 10月～ 2013年 4月に発生した食
中毒等集団感染事例 43事例における有症者便 123検
体を用いた。10種類の下痢症ウイルスを 3つのプラ 
イマーセット（Aセット：NoV GⅠ，NoV GⅡ，サポ
ウイルス（SaV），アストロウイルス（HAstV），Bセッ
ト :アイチウイルス（AiV），ボカウイルス（HBoV），
パレコウイルス（HPeV），Cセット：A群ロタウイル
ス（RVA），C群ロタウイルス（RVC），アデノウイル
ス（AdV））に分けて，ウイルス毎に異なる色の Alexa
蛍光で標識した蛍光 RT-M-PCRにより対象ウイルス
の検出を試みた。
3．成　績
既知検体を用いて蛍光 RT-M-PCRを実施したとこ
ろ，各ウイルスの増幅産物を蛍光色及び増幅サイズで
識別することが可能であった。
食中毒等集団感染事例 43事例中，NoV GⅡによる
ものが 36事例（83.7％），NoV GⅠ，SaV及び RVA
によるものが各 1事例（2.3％），不検出が 3事例（7.0％）
であった。
また，7名の有症者からは原因ウイルス以外に複数
のウイルスが検出された。
4．考　察
蛍光 RT-M-PCRは，各ウイルスの増幅産物を蛍光
色及び増幅サイズで識別することが可能であり，視覚
的に判定が容易であった。10種類の下痢症ウイルス
の検査が包括的に実施できることから，食中毒等集団
感染事例のスクリーニング法として有用であると考え
られた。
また，7名の有症者では，原因ウイルス以外の下痢
症ウイルスも検出されていることから，重複感染の可
能性も考慮して検査を行う必要があると思われた。
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